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喜界島方言における「未然形＋まし」
西岡敏
［キーワード］喜界島方言・国語古典教育・助動詞「まし」・反実仮想・論理的必然性・制
御可能性(controllability）・本土文献・沖縄文献
１．はじめに
本稿では、喜界島方言における「未然形十まし」の形を扱う。これに相当する日本語の
「古典語」の形は、上代までざかのぼることができる。中学や高校の国語古典教育において、
「まし」は、一般に反実仮想の助動詞として説明きれている。現代標準日本語の中では、
「物語のあらまし」などのような痕跡的な語を除いてもはや用いられない。
一方、喜界島方言においては、意味を若干変えながらも、この「未然形十まし」という形
式が残っている。岩倉市郎1977[1941]:281の『喜界島方言集』の「マシ」の項には、次の
ような記述がある。
マシ
助動詞。過去の推量の意を表わす語で、文語のましに相当する。
ドゥーヂイカマシアタンムン……自分、で、行くべき、だった、《)のを－゜
岩倉市郎（阿伝集落出身）の『喜界島方言集』は、初版が戦前の1941年[昭和16年]である。
現代の喜界島方言では、上例の「まし」がすでに廃れてしまっているのではないかと内心危
倶していたが、現在でもかろうじて通用していることが現地調査の結果判明した(注1)。
本稿では、喜界島方言における「未然形十一maSji〔-マシ〕｣(注2)が現在どのように用いられ
ているかを記述し、どのような通時的変化を経たかを、本土文献(注3)や沖縄文献と比較し
つつ提示したい。
２．共時的分析
２．１．喜界島方言における－masji〔-マシ〕の形態論
本題に入るまえに、喜界島方言における「未然形十一masji〔-マシ〕」の形態論的な特徴に
ついて若干ふれておきたい。この「未然形十-masji〔‐マシ〕」は、標準語に置き換えれば、
「～すべきなのに､」「～すべきだったのに､」「～しなければならないのに､」「～しなければ
－２９－
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ならなかったのに､」「～するはずなのに､」「～するはずだったのに､」などのように訳すこ
とができる。例文の括弧内は集落名。
(1)ドゥーージウラーマシ、ちゅ-ニウラち．（滝川）
ｄｕ:-zjinra-masjl， Cju-njinraCji・
自分‐で売ら-マシ人-に売らせて
自分で売るべきだったのに、他の人に売らせたなんて。（なんて奴だ）
「まし」が付く活用語の未然形は、もっぱら基本語幹のみである(注4)。タリ語幹（過
去時制）の未然形は、はっきりと拒否きれる。テヲリ語幹（継続相）の未然形もあまりかん
ばしい回答は得られなかった。ただし、志戸桶集落においては、以下のように
,uTura-masji〔ウとうラーマシ〕（＜売りて居ら-まし）はあるかもしれないという回答を得
ている。
(2)イワーマシ
，iwa-masji
言わ-マシ
ウラーマシ
ｕｒａ－ｍａｓｊ１
売ら-マシ
＊イちやラーマシ
＊，iCjara-masji
言ったら-マシ
＊ウたラーマシ
＊，uTara-masji
売ったら-マシ
＊イちゅラーマシ
＊，iCjura-masji
言って居ら-マシ
？ウとうラーマシ
？，uTura-masji
売って居ら-マシ
「未然形十一masji〔-マシ〕」でそのまま終わらずに、補助動詞‐zjaN-muN〔-ジャンーム
ン〕または‐，aTaN-muN〔-アたン~ムン〕（-zjaTaN-muN〔-ジャたン~ムン〕でも可）をす
ぐ後接きせて逆接の意味を明示的に添える集落もある(注5)。
(3)アンちよ_ナか-マシージャンームン、ワラとうイ．（滝川）
，aNCjo：naKa-masji-zjaN-muNwaraTui．
あの人は泣か-マシーである‐もの笑っている
あの人は泣かねばならないところを、笑っている。（なんて人だ）
－３０－
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(4)アッシシラーマシーアたン~ムンーヤー．（滝川）
assJ1sjira-masji-，aTaN-muN-ja:．⑪の
そう為ら-マシーあった－もの-ねえ
そうすべきだったのにねえ。（そうしなかったなんて悔やまれる）
ざらに、‐nu-muN〔-ヌームン〕（＜‐の-もの）を後接きせた「未然形-masji-nu-muN〔-マ
シーヌームン〕」を用いる集落や、‐muN〔-ムン〕（＜‐もの）を後接させた「未然形
-masji-muN〔‐マシームン〕」を用いる集落もある。
(5)ドゥーージイワーマシーヌームン、ちゅ-ニイワち．（湾）
｡u:-zji，iwa-masji-nu-muN，Cju-nji，iwaCji．
自分-で言わ-マシーの－もの人一に言わして
自分で言うべきだったのに、他の人に言わせた。
(6)ちニューフニイ-カ゜クラーマシームン、クラーランた．（嘉鈍)(注6）
Cjinju： Ｆｕｎｌ－ｎｇａ kura-masji-muN，kura-raNTa．
昨日 船-が 来ら-マシーもの来ら-れなかった
昨日、船が来るべきだったが、来られなかった。
以上の‐zjaN-muN〔‐ジャンームン〕、’一aTaN-muN〔‐アたン‐ムン〕（あるいは
-zjaTaN-muN〔-ジャたン‐ムン〕)、‐nu-muN〔-ヌームン〕、‐muN〔-ムン〕はいずれも省略
可能で、ただ「未然形十一masji〔-マシ〕」のみでも通用する。
そのほか、‐masji〔-マシ〕のほか‐masje：〔-マシェー〕という形式が使える集落もあ
る。
(7)ドゥーージホーワーマシェー、ちゅタンディホーワち．（花良治）
du-zjiho:wa-masje:， ＣｊｕｔａＮｄｉｈｏ:waCji・
自分-で買わ-マシヤ人頼んで買わせて
自分で買うべきだったのに、他の人を頼みにして買わせたなんて。
これらの形式については、後述の通時的分析の部分でもう一度詳細に述べる。
２．２．喜界島方言における「未然形十‐masji〔‐マシ〕」の具体例
本稿では、おもに、湾、嘉鈍、滝川、蒲生、志戸桶の各集落の用例を挙げる。最初に述べ
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る湾方言を中心に話を進めていきたい。
２．２．１．湾方言（話者：大山哲夫氏1924年[大正13年]生まれ）
湾方言では、「未然形十一masji〔-マシ〕」のあとに、‐nu-muN〔-ヌームン〕（＜‐の-もの）
を付けてもよいし付けなくてもよい(注7)。この形式は、後述の嘉鈍方言や本土文献の
「ましものを」と通ずる。‐nu-muN〔-ヌームン〕の省略例は(9)。
(8)ウゥニーカ゜フデーリーバー、ちラーマシーヌームン、マダちちネー．（湾）
wunji-ngaFude:ri-ba:，Cjiramasji-nu-muN，madaCjiCjine:、
砂糖黍-が成長すれ-ぱ切ら-マシーの-ものまだ切ってない
砂糖きびが大きくなったら、切るべきなのに、（あの人は）まだ切っていない。
(9)ウゥニーカ･フデーリーバー、ちラーマシ、マダちちネー．（湾）
wunji-ngaFude:ri-ba:，Cjira-masji，madaCjiCjine:．
大山氏によれば、他の人はみなもう砂糖きびを収穫してあるのに、この文の話題になって
いる当人だけはまだ収穫していないような状況が思い浮かぶという。砂糖きびの収穫という
義務を遂行していないことに対してなじる気持ち（叱責・非難）が含まれている。
なお、現在、この「未然形十一masji〔-マシ〕」の表現よりは、次の分析的な表現を使うこ
とが多くなってきているという。この傾向は他集落でも同様である。
(10)ウゥニーカ･フデーリーバー、ちランーバナランームン、マダちちネー．（湾）
wunji-ngaFude:ri-ba:，CjiraN-banaraN-muN，madaCjiCjine:、
砂糖黍-が成長すれ‐ぱ切らない-ぱならない-ものまだ切ってない
砂糖きびが大きくなったら、切らねばならないのに、（あの人は）まだ切っていない。
また、現在の事柄のみならず、過去の事柄についても「未然形十一masji〔-マシ〕」
ことができる。このとき、未然形をタリ語幹（過去時制）の未然形。CjiCjara-masji
ちやラーマシ〕にできない。２．１．で述べたように、そもそも℃jiCjara-masji
ちやラーマシ〕という形態がない。
を使う
〔＊ち
〔＊ち
ちニュー-マディニ
Cjinju:-madinji
昨日一までに
ちラーマシーヌームン、(11)ウゥニーカ゜ フデーリーバー、
Ｆｕｄｅｒｉ－ｂａ:，
成長すれ-ぱ
Cjira-masji-nu-muN，ｗｕｎｊｌ－ｎｇａ
砂糖黍-力§ 切ら-マシーの－もの
－３２－
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ちランてし､．（湾）
CjiraNTi．
切らなくて
砂糖きびが成長したら、昨日までに切るべきだったのに、（あの人は）切らなかった。
例(１１)に対する分析的な表現は次のとおり。
(12)ウゥニーカ゜フデーリーバー、
wunji-ngaFude:ri-ba:，
砂糖黍-が成長すれ-ぱ
ちニュー-マデイニ
Cjinju:-madinji
昨日一までに
ちランーバナランたン‐ムン、
CiiraN-banaraNTａＮ－ｍｕＮ，
切らない‐ばならなかった－もの
ちランてぃ．（湾）
CjiraNTi．
切らなくて
砂糖きびが大きくなったら、昨日までに切らねばならなかったのに、（あの人は）
切らなかった。
「未然形十一masji〔-マシ〕」の主語が二人称や三人称人間の場合、「未然形十一masji〔-マ
シ〕」は義務を履行しなかった主語に対する非難や叱責の気持ちが含まれることが一般的で
ある。（以下より、能動文においては「主語」という語を「未然形十一masji」の動作主体と
想定きれる語という意味で使用する｡）
主語＝二人称
(13)アンドゥきダーカ゜イワーマシーヌームン、イワンたン‐てン‐バー．（湾）
,aNduKida-nga，iwa-masji-nu-muN,，iwaNTaN-TeN-ba:､
あのとき君-が言わ‐マシーの-もの言わなかった-と－は
あのとき君が言うべきだったのに、言わなかったなんて。（なんて奴だ）
主語＝三人称人間（または二人称）
(14)イインカ゜ナリーバー、ナダ
jiNnganari-ba:，ｎａｄａ
男なれ-ば涙
フレーラーマシーヌームン、
Fure:ra-masji-nu-muN，
堪えら-マシーの‐もの
－３３－
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ナちシマたン‐てン-バー（湾）
naCjisjimaTaN-TeN-ba:．
泣いてしまった－と－は
男だったら、涙をこらえるべきだったのに、泣いてしまったなんて。（なんて弱虫だ）
主語＝三人称人間（または二人称）
(15)アミーカ。うてい-ム、イか-マシーヌームン、 イか-てンシラー．（湾）
，iKa-TeNsjira:、
行こう－としない
（なんて奴だ）
ami-ngaFuTi-mu， ，iKa-masji-nu-muN，
雨-が降って－も行か-マシーの-もの
雨が降っても行くべきなのに、行こうとしない。
主語が一人称の場合はどうであろうか。
主語＝一人称
(16)アンドゥきワーカ゜イワーマシーヌームン、イワンていくヤドゥリ．（湾）
,aNduKiwa-nga，iwa-masji-nu-muN，，iwaNTiKujaduri．
あのとき私-が言わ-マシーの-もの言わなくて！悔やんでいる
あのとき私が言うべきだったのに、言わなくて'悔やんでいる。
主語が一人称の場合には、自己に対する叱責の気持ちが含まれる。主語が人間の場合、人
称が何であれ、誰かを叱責し、残念な気持ちを含む点ではいずれも共通している。
ところが、主語が三人称でも、人間以外のものになると、暗に含まれる意味が異なってくる。
主語＝北風
(17)ヒーサナリーバー、ニシーカ｡フか-マシーヌームン、フかン~ソーーヤー．（湾）
hji:sanari-ba:，njisji-ngaFuKa-masji-nu-muN，FuKaN-so:‐ja:．
寒き成れ-ぱ北風-が 吹か-マシーの-もの吹かない-のは-ねえ
寒くなったら、北風が吹〈はずなんだが、吹かないねえ。（変だねえ）
いつもならば寒くなれば必ず北風が吹〈。ところが、今回、寒くなったのにもかかわらず、
北風が全く吹かない。「寒くなったら北風が吹<」という話者の想定している論理的必然性
が、目前の現実世界ではなぜかしら成立していない。そのような現実を前に、話者は「いぶ
かり」の気持ちを暗に表明している。
－３４－
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主語＝気候
(18)シワスーニ
ｓｊｌｗａｓｕ－ｎｊｌ
Ｒ而走-に
ナリーバー、ニャー
nari-ba:，nja：
成れ-ばもう
ヒーサ
hji:ｓａ
寒さ
ナラーマシーヌームン、
nara-masji-nu-muN，
成ら-マシーの－もの
ネンーヤー．（湾）
neN-ja:．
ない-ねえ
クンドゥーヌトゥシェーヌーーム
ｔｕｓｊｅｋｕＮｄｕ－ｎｕｎＵ－ｍｕ
今度-の 年は何一も
ヒーサ
hji:sａ
寒き
師走になったら、もう寒くなるはずだが、今度の年は全然寒くないねえ。（変だねえ）
この例も、いつもならば十二月にもなれば寒くなるはずなのに、今年はなぜかしら寒〈な
いという奇妙な現実を目の前にしての「いぶかり」の心情を表している。これら例(17)(18）
と例(8)－(16)との違いは、例(8)‐(16)が人間の意志が関与でき、それ以前に何かしら手を打
てば現在の望まれない事態を排除する可能性（制御可能性controllability）があったのに対
して、例(17)(18)は人間の意志ではどうにもならない自然現象について語っているという点
である。自然現象に対しては、恨みつらみの気持ちではなく、「いぶかり」の気持ちが先に
立つのは、人間が制御できないからであろう。
次の例も話者の想定する必然`性が、現在、目の前で成立しないことに対する話者の「いぶ
かり」を表している。「間違えて塩でも入れたんじゃないの」という補いができるとの回答
を得た。
主語＝飲み物（コーヒーなど）
(19)アンササった－イリリーバー、
，ａＮｓａｓａＴＴａ：，iriri-ba:，
あれ程砂糖入れれ-ぱ
ヌル〈
ｎｕｒｕＫｕ
甘〈
ナラーマシーヌームン、
nara-masji-nu-muN，
成ら-マシーの－もの
ヌル〈ネーーヤー．（湾）
nuruKune-ja:．
甘〈ない-ねえ
あれだけ砂糖を入れたら、甘くなるはずなのに、甘くないねえ。（変だねえ）
次の例(20)は主語が「花」であるが、この場合もちょうど咲く時機になっても咲こうとし
－３５－
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ない花に対する話者の「いぶかり」の気持ちを表している。
主語＝花
(20)ウンハナーサか‐マシーヌームン、マダサかン-ソー．（湾）
，uNhana：saKa-masji-nu-muN，ｍａｄａ saKaN-so:、
咲かない-のは
(変だねえ）
その花は咲か-マシーの-ものまだ
その花は咲くはずなのに、まだ咲かないねえ。
主語が「人間」か「非人間」かという条件で、「叱責」か「いぶかり」かが分
ではない。主語が「人間」でも、話者の想定する論理的必然性（Ｐなので当然Ｑ
である）が成立するための十分条件となる従属句Ｐ（あるいは文脈）がはっきり
人間の制御可能性の責任を問えないような場合には、「いぶかり」の表現になる。
かれるわけ
(Ｐなので当然Ｑになるはず
=脈）がはっき とあって、
主語＝三人称人間
(２１)Fﾏｱﾗ不そてマコヘーサとうかヱﾆﾆｭﾆﾑｰ三､ヘーサとうかﾝてい、（湾）
「、~『てEITT1コhe:saTuKa-m且§11ｺlUlllLhe:saTuKaNn
バス使って早さ着か-マシーの-もの早き着かなくて
バスを使って、早く着くはずなのに、早く着かないなんて。（変だねえ）
主語＝三人称人間
(22） ドゥーーヌスちドゥち-ジホーユンージャンーかラニ、
du:-nusuCjiduCji-zjiho:juN-zjaN-Karanji，
自分-の好き好き-で買う-である-からに
ホーワら（湾）
howaCji．
買わせて
ちゅ一二
Cju-nji
人-に
ドゥーージ
｡u:-zji
自分-で
ホーワーマシーヌームン、
ho:wa-masji-nu-muN，
買わ-マシーの－もの
（買い物するときは）自分の好みで買うのであるから、
自分で買ってよいものを、人に買わせたなんて。（変だねえ）
主語＝三人称人間
）過去何回もチャレンジしたし、塾に通って十分に勉強した。それなのに、(文脈：
(23)クンドゥークサーシきン-ニトゥーラーマシーヌームン、トゥーランてぃ．（湾）
－３６－
Hosei University Repository
kuNdu-kusa：sjiKiN-njitu:ra-masji-nu-muN tu:raNTi．
今年-こそは試験-に通ら-マシーの‐もの通らないで
今年こそは試験に通るはずだったのに、通らなかったなんて。（変だねえ）
これらの例では、四角で囲んだ論理的必然性が成立するための十分条件となる従属句（あ
るいは文脈）がなければ、「叱責」の意味にも解釈できる。
以上のことから考えると、「未然形十一masji〔-マシ〕」の形式自体には、「叱責」や「いぶ
かり」の意味が含まれていないと主張できる。「未然形十一masji〔-マシ〕」の意味は「想定
した論理的必然'性が現実世界で成立しない」で十分であって、人間の制御可能性の違いによ
る話者の「叱責」や「いぶかり」はあくまでもそれぞれの場面に属したものである。
(24)ハディーカ゜ヤミーバー、フニィイジャサーマシーヌームン、イジャサンてい、（湾）
hadi-ngajami-ba:，Ｆｕｎｌ，izjasa-masji-nu-muN，，izjasaNTi．
風-が 止め-ぱ船出苔-マシーの-もの出ざなくて
風が止んだら船を出すべきだったのに、出ざなかったなんて。
この例も責任者たる船長を「叱責」した文ともとれるし、船を出苔なかった現実に対する
「いぶかり」を表明した文ともとれる。いずれにせよ、「叱責」「いぶかり」という話者の心
情はそれぞれの実際的な場面に即したもので、「未然形十一masji〔-マシ〕」の意味自体には
含まれない。
２．２．１．１．湾方言で使いにくい例
(25）＊きかイジマーカ｡ニャーナリ
＊KiKaizjima-nganjamari
喜界島-が もう少し
ウーシマーとう
'u:sjima-Tu
大島一と
ちかサリーバー、
CjiKasari-ba:，
近けれ-ば
ハシケーラーラーマシ．（湾）←→例(27）
hasjike:ra-ra-masji・
橋掛け-られら-マシ
「喜界島がもう少し大島と近ければ、橋を掛けられるはずなのに」の意のつもりで聞いた
が、言わないとの回答を得た。仮定条件句が現実化しえない場合には言えないのかもしれな
い。後述する滝川方言の例(27)との差に注意したい。
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２．２．２．嘉鈍方言（話者：市川定豊氏1910年[明治43年]生まれ）
嘉鈍方言の特徴は、「未然形十一masji〔-マシ〕」のあとに、‐muN〔-ムン〕（＜もの）と
いう語を補うことである。これは、後述する本土文献の「ましものを」と直接に対応する形
式として興味深いものである(注8)。
(26)ドゥーージホーラーマシームン、ちゅ-ニホーラちやン．
。u:-zjiho:ra-masji-muN，Cju-njiho:raCjaN・
自分-で買わ‐マシーもの人‐に買わせた
自分で買うべきだったのに、他の人に買わせた。
２．２．３．滝川方言（話者：嶺岡頬雄氏1924年[大正13年]生まれ）
滝川方言では、「未然形十一masji〔-マシ〕」でそのまま終わらずに、補助動詞‐zjaN-muN
〔-ジャンームン〕または－，aTaN-muN〔-アたン-ムン〕（-zjaTaN-muN〔-ジャたン-ムン〕
でも可）をすぐ後接きせることもできる。これらも、湾方言の‐nu-muN〔-ヌームン〕、嘉
鈍方言の‐muN〔-ムン〕と同様、付けても付けなくてもかまわない。
湾方言では言えないが、滝川方言では言える例(27)。
(27)シマ-カ゜ニヤービウーシマーとう
sjima-nganja:ｂｉｎ:sjima-Tu
島一が もう少し大島一と
ちかサリーバー、
CjiKasari-ba:，
近けれ-ぱ
ハシケーラーラーマシーヤー．（滝川）
hasjike:ra-ra-masji-ja:、
橋掛け-られら-マシーねえ
喜界島がもう少し大島と近ければ、橋を掛けられるはずなのにねえ。
例(27)は、誰を叱責するわけでもなく、いぶかりもない。残念な気持ちのみが含まれてい
る。喜界島と奄美大島が離れているのは紛れもない事実なので、とがめようもいぶかりよう
もない。「叱責」「いぶかり」の意を含まないこの例は、「未然形十一masji〔-マシ〕」の意味
そのものには「叱責」「いぶかり」が本質的なものではないことを示している。
２．２．４．蒲生方言（話者：永野実彦氏1919年[大正8年]生まれ）
蒲生方言の特徴は、‐masji〔-マシ〕のほかにも、‐masje：〔-マシェー〕という形式もある
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ことである。後述するが、本土文献の「ましや」と直接に対応する形式と思われる（隣の集
落、花良治方言も同様)。
それにもまして、蒲生方言では次のようなユニークな例文を得た。
(28）アミムラーマシェー、シューゼンシヤてい、ムランたン．（蒲生）
，amimura-masje:，sju:zeNsjijaTLmuraNTaN・
雨漏ら-マシヤ修繕してあって漏らなかった
雨が漏るはずだったが、修繕してあって、漏らなかった。
例(28)は「残念」の気持ちではなくて、逆に「よかった」「満足だ」という意を含んでい
るように感じられる(注9)。この例も-maSji〔~マシ〕の意味において、「残念」「満足」の
ような人間の心情的な要素が本質的ではないことを示している。
２．２．５．志戸桶方言（話者：森文義氏1926年[大正15年]生まれ）
志戸桶方言では、上記の「未然形十一masji〔-マシ〕」の言い方をほとんど使用せずとの否
定的な回答を得た。主語が非人間のときは特に言いにくい。次の例(29)は、風が意志をもっ
ているような感じがしておかしいという。
主語＝風
(29)＊ハジェー
＊hazje：
風は
フかンた．（志戸桶）
ＦｕＫａＮＴａ、
吹かなかった
フカコーマシーアたン-ムン、
FuKa-masji-nTaN-muN、
吹か-マシーあった－もの
ただし、次のような言い方はするという。
(30)ワーカ･イか-マシーアたン~ムン、アンちゅ-ニカワてぃムラ_た．（志戸桶）
wa-nga，iKa-masji-，aTaN-muN，，aNCju-njikawaTimura:Ｔａ、
私-が行か-マシーあった－ものあの人-に 代わってもらった
私が行くべきだったが、あの人に代わってもらった。
(31）ドゥーージユマーマシーアたン‐ムン、タっか一二ユディ ムラ_た．（志戸桶）
ｍｕｒａ:Ｔａ、
もらった
葬儀の弔辞）
du:-zjijuma-masji-,aTaN-muNtaKKa-nji judi
読んで
(例えば、
自分-で読ま-マシーあった－もの誰か-に
自分で読むべきであったが、誰かに読んでもらった。
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(32)ウラーカ･クラーマシーアたン-ムン、ワーカ。 つちやン．（志戸桶）
CCjaN
来た
，ura-ngakura-masji-，aTaN-muN，
君一が来ら-マシーあった-もの
君が来るべきであったが、私が来た。
ｗａ－ｎｇａ
私一が
(33)アンちゅ-カ゜クラーマシーアたン-ムン、クランた．（志戸桶）
，aNCju-ngakura-masji-,aTaN-muBLkuraNTa・
あの人-が来ら-マシーあった-もの来なかった
あの人が来るべきであったが、来なかった。（代わりの人が来たことを含意する）
志戸桶方言において、「未然形＋-masji〔-マシ〕」は、義務が責任者によって履行きれな
くても、誰かが代わりに履行したことを必ず含むらしい。より意味が狭く限定的になってき
ているのであろうか。
２．３．共時的分析のまとめ
集落によって若干の違いはあるものの、喜界島方言における「未然形十一masji〔-マシ〕」
は、次のようにまとめることができる。（ただし、調査した中では志戸桶方言を除く）
「未然形十一masji〔-マシ〕」の意味は「話者の想定した論理的必然性が現実世界で成立し
ない」である。時制の制約を受けず、現在の事柄でも過去の事柄でもかまわない。論理記号
を用いて書くと次のようになるだろう。
話者の想定する論理的必然`性Ｐ→Ｑ
現実世界Ｐ→－Ｑ
また、「未然形十一masji〔-マシ〕」は人間の制御可能性（controllability）の有無によって
次のようなニュアンスを帯びる。
まず、人間に制御可能性があるとき、「未然形十一masji〔-マシ〕」は話者の想定する義務
の実現を責任者たる人間が怠ったことを暗示する。主語が二人称・三人称人間の場合は、彼
らに対して叱責・非難の意味を含み、主語が一人称の場合は、自責・後`海の意味を含む。こ
の場合、誰かを「叱責」し、残念な気持ちを含む点では、人称の違いを問わない。
人間に制御可能性がない場合には、話者の想定した論理的必然性が、話者の意図とは異
なって図らずも成立しなかったことを暗示し、話者の「いぶかり」の意味を含む。
志戸桶方言は、他集落と少し異なり、表現可能な意味領域がより狭いようである。志戸桶
方言の「未然形十一masji〔‐マシ〕」は、義務が、責任者たる人間によっておこなわれなかつ
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たことを意味すると同時に、他の人間が「代わりに」おこなったことを含むのが常である。
３．通時的分析
３．１．本土文献における「未然形十まし」との比較
３．１．１．帰結句をつくる「まし(-masli)」のみの喜界島方言
本土文献に見られる「未然形十まし」には、「ませぱ～まし」「ましかぱ～まし」のような呼
応表現がある。以下は、中村幸弘1993:後半部４３から引用した。反実仮想の典型的な用例。
(34)わが背子と二人見ませぱいくばくかこの降る雪のうれしからまし
(万葉集・巻8.1662）
わが夫と二人して見るのだったら、どんなにこの降る雪がうれしいことだろうのに。
(35)鏡に色・形あらましかぱ、写らざらまし。（徒然草.235段）
￣
鏡にもし色や形があったら、影は映らないだろうのに。
喜界島方言の－masji〔-マシ〕には「ませば～まし」「ましかぱ～まし」のような呼応表
現はない。仮定条件句をつくる「ませぱ」「ましかぱ」を受け継いだ形は存在せず、帰結句
をつくる「まし」の同源形のみ存在している。このように仮定条件句なしで「まし」を使用
する例は、本土文献にも存在する。後述するが、本土文献では、疑問語との呼応もある。平
安時代以降、仮定条件句や疑問語なしの「未然形十まし」は、実現不可能な事柄を希望する
意が多い。成田杢之助(編）1970:５３より引用する。例(36)。
(36)見る人もなき山里の桜花ほかの散りなん後ぞ咲かまし（『古今集』６８）
見はやしてくれる者もない、咲いてもそのかいのない山里の桜花よ・
見る人の多い外の桜が散ってしまった後に、咲いたらよいのに。
（そうしたら、人が見に来るだろう｡）
本土文献における帰結句の「まし」は、元来、「～であろうのに」という意味を根本とす
るが、喜界島方言の-masji〔-マシ〕は「～すべきであるのに」というように話者が論理的
必然`性を想定し判断する要素を更に含んでいる。喜界島方言のほうが、主観的な「判断」と
いうモダリティー的意味が加わっているといえるのではないか。
３．１．２．－ｍｕＮ〔-ムン〕（＜もの）で補う表現と本土文献の記述
次に、‐nu-muN〔-ヌームン〕、‐muN〔-ムン〕、ざらには、‐zjaN-muN〔-ジャンームン〕、
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-'aTaN-muN〔-アたン‐ムン〕（あるいは-zjaTaN-muN〔-ジャたン‐ムン〕）で補うことに
ついてふれる。この‐ｍｕＮ〔ムン〕は、「もの」（物・者）と同源の語であるが、本土文献、
特に和歌において、「未然形十まし」に「ものを」を補う用例が多数みられる。以下の『万
葉集』からの引用には、宮田和一郎1966と内藤孝子1972を参考にした。
(37)海しかもかく知らませぱあおによし国内ことごと見せましものを
（巻5.797）
(38)いとまあらばなづぎひわたり向つ峯の桜の花も折らましものを
（巻９．１７５０）
(39)わが屋前に咲ける秋萩常にあらばわが待つ人に見せましものを
（巻10.2112）
他例多数により省略。
３．１．３．－masje：〔-マシエー〕と本土文献の記述
先にも述べたが、‐masje：〔‐マシェー〕という形は、本土文献の「ましや」という形と同
源ではなかろうか。標準語の「は」に相当する提題の助詞-ｊａが母音一i-に後接するとき
に形態音韻変化を起こして‐e：となる現象から（下例(40)参照)、masji＋‐ｊａがmasje：
〔-マシェー〕になることを考えてもおかしくはない。
(40)トゥシ＋－ヤ→トゥシェー
tusji＋－ｊａ→tusje：
年’よ年は
神津真佐子1979:１７によると、『後拾遺集』（1086年）には「まし」に「や」「やは」の付
いたものが七首あり、「ましや」には次の例が挙がっている(注'０)。
(41)心から物をこそおもへやまざくらたづねざりせぱちるをみましや
(『後拾遺集』141）
｢や」は反語の意。とすると、‐masje：〔-マシェー〕も先述の‐muN〔ムン〕と同じく、
もとは「や」を添えることでネガティブな意味を分析的に補った形と解釈できる。
３，２．「未然形十まし」の本土文献における意味変化
例(8)(11)で述べたように、喜界島方言の「未然形十一masji〔-マシ〕」では時制の違いを
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形に表さないが、本土文献においても「未然形十まし」は時制の違いを形に表苔ない。（山
口尭二1979[1968Ｊ199,1983:1517）
また、山口尭二1983:1517は、「まし」の意味変化について、「現実」をどう捉えるかに注
目し、次のように変化していったと述べている。以下引用で、（）内は筆者が挿入した。
「(『まし』の）非現実`性は、現実との対応関係において、逆に現実そのものを強く暗示する
傾向が強かった。しかし、中古になると、希望・意志など主観的な意味領域にまで、『まし』
の非現実性が拡大し、口頭語の世界では③（《自称主語の疑問表現に用い》仮想的にある事
態を述べ、ひかえめに一般的な判断を求める気持ちや、ためらいを表す。…したものであ
ろうか。…するとしたら、どうだろう｡）のような用法も生じた。中世以降、これが口頭語
から姿を消すようになったのは、③にみられるような用法が『まし』本来の非現実性をあい
まい化していった結果であろう｡」
実際の用例に即していうと次のようになろう。上代の『万葉集』1750番歌の例(38)、「い
ま暇があったら、対岸の峰の桜を手折るであろうのに」という非現実の描写は、「いま暇が
ないので、その桜の花を手折ることができない」という現実を強く暗示している。一方、次
の中古の『古今集』の例(42)。
(42)雪降れば木毎に花ぞききにけるいづれを梅と
雪が降ると、どの木にも花が咲いたのだなあ。
どれを梅の花として雪と区別して手折ろうかしら。
わきて折らまし（『古今集』337）
例(42)は、「どれを梅の花として雪と区別して手折ろうかしら」というように、意匠（街
い）を含めた話者のためらいの気持ちが出てきている。「梅の花と雪を区別できずに梅の花
を手折ることができない」ことは現実にはなく、非現実と現実の対立は希薄化しつつある。
また、鎌倉時代以降（中世）になると、文章語において「まし」は、助動詞「む」と同じ
単なる推量をも表すようになることが言われている。（日栄社編集所編199199）
(43)行き暮れて木の下かげを宿とせば花や今宵のあるじならまし（平家物語・忠度最期）
旅に出て日が暮れて、桜の木かげを宿としたならば、
その桜の花が宿の主人となって（風雅なもてなしをして）くれることだろう。
３．３．喜界島方言の－masji〔-マシ〕は疑問語とは共起できない
先述のとおり、特に平安時代（中古）以降の本土文献において、「未然形十まし」は、疑
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問語と呼応して現れることが多くなり、迷いやためらいの気持ｔ
例(44)(45)の引用には、山口1979[1968]:201-202を参考にした。
迷いやためらいの気持ちを表すようになる。以下の
(44)これに何を書かまし。（枕草子・319段「この草子｣）
これに何を書こうかしら。
(45)たれに借らまし。（落窪物語・巻之一岩波大系本p､65）
誰に借りようかしら。（誰にも借りられそうにないなあ｡）
一方、喜界島方言の「未然形十一masji〔マシ〕」は疑問語と共起できない。
(46)＊ウンーニ
＊'uN-nji
それ-に
力か‐マシ．（湾）
kaKa-masji、
書か-マシ
ヌー
皿―何
(47)＊タルーニ
＊taru-nji
誰一に
ハラーマシ．（湾）
hara-masji・
借ら-マシ
不定代名詞ならば許容きれる。
(48)ウンーニヌーか力か-マシ、力ちネー．（湾）
，uN-njinu:-KakaKa-maSji，kaCjine:、
それ-に何-か書か-マシ書いてない
それに何か書くべきなのに、書いていない。
(49)タルーかラーかハラーマシ、 ハてぃネー．（湾）
ｈａＴｉｎｅ:、
借てない
借りていない。
taru-Kara-Kahara-masji，
誰-から-か借ら-マシ
誰かから借りるべきなのに、
喜界島方言の「未然形十一masji〔-マシ〕」が、疑問語と共起できない点は、本土文献で起
こった「まし」の意味変化との相違を浮き彫りにしている。
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３．４．沖縄文献における「未然形十まし」との比較
ここでいう「沖縄文献」とは沖縄本島の文献という意味で、具体的には「おもろさうし」
（1532-1623年）「琉歌」（18～19世紀）「組踊」（18世紀）などである。喜界島方言は、沖縄
本島の方言とともに「北琉球方言」に属するので、沖縄文献における「未然形＋まし」にも、
喜界島方言と同様の用法の得られることが期待きれる。確かに、仮定条件句の「まし」が存
在せず、帰結句の「まし」のみ存在していることは両者で共通している。
しかし、意味の面から見ると、沖縄文献の「まし」は、むしろ本土文献のそれに通ずるも
のである。すなわち、「～したいものだ」（切実な希望）「～したらよかったのに」（実現不可
能な事柄の希望）という希望表現に通ずる例のみがあって、喜界島方言の意味を想起きせる
ような用例は見あたらない。（｢切実な希望」か「実現不可能な事柄の希望」かは歌によって
区別が難しいものもある。例えば、例(54)｡）ただし、例(54）『天理本琉歌集』291番歌
（外間守善・比嘉実・仲程昌徳１９８０所収）の「あたらましやい」は、，ataramasje〔アタ
ラマシェ〕という音の表記の可能性があり、蒲生方言や花良治方言の‐masje：〔マシェー〕
と形態的に通じているのではないかと思わせる(注'１)。下記の引用には、外間守善・西郷
信綱１９７２、島袋盛敏・翁長俊郎１９６８，外間守善・比嘉実・仲程昌徳１９８０を参照し
た(注'2)。
「未然形十まし」の未然形について、「おもろ」では基本語幹（現在未来時制）の未然形
が用いられている。一方、「琉歌」においてはほとんどタリ語幹（過去時制）の未然形が用
いられているが、この形は、喜界島方言では許容きれない形である。また、テヲリ語幹（継
続相）の用例も、琉歌には例(55)の一例だけある。
(50)くむ-きうず-やちよむみちへいぢへいきいば‐まし
汲む井戸水でさえも見て行って、息（命）を伸ばしたいものだ。
（『おもろさうし』第１１巻557）
（切実な希望）
(51)のきあげ-みづかいなで-みづせ-まし
貴人に差し上げる水、貴人が掻き撫でるように愛する水にしたいものだ。
（『おもろきうし』第17巻1222）
（切実な希望）
(52)屋慶名こはでさの首里にあたらまし
（『琉歌全集』747）
ヤキナークファデイサーヌシュイーニ
おれが下なかへ茶屋のたたなまし
アタラーマシ
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ウリーガシチャーナカイチャヤーヌタターナーマシ
~
jakina-kuFadisa-nusjui-nji，atara-masji
uri-gasjicja-nakaicjaja-nutata-na-masji
屋慶名こはできのようなこはでさ（木名）が首里にもありたいものだ。
そしてその下に茶屋がたってほしいものだ。
(切実な希望）
(53)思がごとなゆる浮世やたらまし旅の行く先もつれて行きゆり
(『琉歌全集』2469）
ウムーガーグトゥナユノレウチユヤタラーマシ
タビーヌイクサチーンツイリテイイチュイ
umu-ga-gutunajuru,ucjijujatara-masji
tabi-nu，ikusacji-Nciriti，icjui
思うようになる浮世だったらよかったのに。
そうすれば旅先までも恋人を連れていくのだが。
(実現不可能な事柄の希望）
(54)忍て入る路のあたらましやい無蔵か真実の心染てむたな
(『天理本琉歌集』291）
シヌデイイノレミチーヌアタラーマシェンゾーガ
シンジツイーヌククルスイミテインダーナ
sjinudi，irumicji-nu，atara-masjeNzo-ga
sjiNzjici-nukukurusimitiNda-na（-masje〔マシェ〕の例か）
忍んで入る路があったらいいのになあ。
そうしたら、恋人（女）の真実の心を染めてみようぞ。
(切実な希望あるいは実現不可能な事柄の希望）
(55)玉ん骨やらは共抱よらまし無蔵かほれならはひとれたるよさ
（『天理本琉歌集』306）
タマーヌフニヤラーバトゥムーニダチュラーマシ
ンゾーガフニナラーバチュツイリタリューサ
tama-nuFunjijara-batumu-njidacjura-masji
Nzo-gaFunjinara-bacjuciritarju-sa（｢テヲリ語幹未然形十一masji」の例）
玉の（大切な）骨であるならともに抱いていたいなあ。
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恋人（女）の骨ならば－かたまりで足りるよ（切実な希望か）
あまり軽々しいことはいえないが、沖縄文献における「未然形十まし」は、本土文献の平
安時代（中古）以降における「まし」の影響を強く受けているのかもしれない。そして、沖
縄文献の「まし」は、喜界島の日常方言には影響が及ばなかったのではなかろうか。そうす
ると、喜界島の歌謡語で-masji〔-マシ〕がどのように用いられているか興味をもつとこ
ろであるが、残念ながら、喜界島の口承歌謡のなかに‐masji〔-マシ〕が使用ざれている
例を、私はまだ知らない。
３．５．通時的分析のまとめ
仮定条件句の「まし」に関しては、喜界島方言には存在しないので考慮の範囲外におく。
帰結句の「まし」に限って、本土文献、沖縄文献、喜界島方言のそれぞれにおける意味の状
況をまとめると、次のようになろう。本土文献において、以下の２，３，４の用法は、一般
に平安時代以降の用法とされるが（成田杢之助(編）1970:54)、２に関しては奈良時代にも
少し用例がある。（山口1979[1968]:204『万葉集』3214,3632番歌）分岐ないしは影響
の線を入れたいところであるが、厳密ざを欠くので、三者それぞれを時代１１頂に並べるにとど
める。
○本土文献
上代（奈良）
１．反実仮想表現
～だろうのに。（現実は違う）
中占（平安）
２．ためらい[疑問語とともに］
～しようかしら。（が、できない｡）
３．実現不可能な事柄の希望
～したらよかったのに。
↓
中世（鎌倉）
４．単なる推量
～だろう。～しよう。
↓
（消滅）
↓
○沖縄文献
近世（安土桃山・江戸）
ア．切実な希望
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～したいものだ。
イ．実現不可能な事柄の希望
～したらよかったのに。
↓
（消滅）
↓
○喜界島方言
現代
Ａ・論理的必然'性の不成立
～すべき。（が、しない）
（叱責．いぶかり）
↓
（消滅？）
話者の主観が強まっている傾向は共通しているが、そのときに加わった具体的意味は喜界島方言と
それ以外で少し異なっている。
（注１）
現在、この助動詞「まし」という語形が残存している場所は、『日本方言大辞典』によれば、静岡県と
喜界島の２カ所だけである｡しかし、静岡県のほうの資料『静岡県方言辞典』（静岡県師範学校．同女
子師範学校）は1910年[明治43年]刊であり、現在も「まし」が生き延びて使用されているかどうかは
かなり,怪しい。
（注２）
簡略音声記号は上野善道1992:４６にならう。その中から注意すべき記号を説明する（ＩＰＡとの対応
等)。
－ｍ（声門閉鎖音）
Ｆ－Ｍ（両唇摩擦音）
､９－[9］（軟口蓋鼻音）
ｓｊ￣、(硬口蓋歯茎無声摩擦音）
ｚｊ－[5］・［｡S］（硬口蓋歯茎有声摩擦音・有声破擦音）
ｃｊ－[tJ］（チーcji）
ｃ－[ts］（ツイーｃＯ
ｎｊ－二（ャ）の子音
ｈｊ－上（ャ）の子音
Ｎ￣擬音（位置を問わず全てＮを用いる）
後続子音と同一記号一一促音
Ｐ，Ｔ，ＫＣ（p，,t，などに相当）－無気喉頭緊張音
P，ｔ，ｋ，ｃ（語頭）＿有気音
〔〕内は、簡略音声表記を仮名表記に置き換えたもの。仮名表記（用例と〔〕内）は、西岡敏１９９６
にならう。、i]は〔イィ〕と書く。
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（注３）
ここでいう「本土文献」とは、私たちが一般に日本古典と呼んでいるものを指す。「沖縄文献」との対
比の意味で使用する。
（注４）
湾方言の「売る」を例にとって各語幹未然形を説明すると、
語幹未然形語尾一ａ
基本語幹一ur- 売る（現在未来時制）：未然形，ur-a
タリ語幹一，uTar-売った（過去時制）：未然形，uTar-a
テヲリ語幹－，uTur‐売っている（継続相）：未然形，uTur-a
（注５）
-zja〔ジャ〕はコピュラが典型的な用法。，iNnga:-zja．〔インカ゜－－ジャ.〕（犬だ｡）
（注６）
嘉鈍集落のmasjimuN〔マシムン〕にはmasjimuN〔マシームン〕という発音もある。
（注７）
ただし、付けたほうが言いやすいようではある。また、‐zjaN-muN〔-ジャンームン〕や‐'aTaN-muN
〔-アたン-ムン〕（あるいは-zjaTaN-muN〔-ジャたン-ムン〕）は湾方言では付けられないようだ。
（注８）
喜界島方言では、標準語のヲ格に対応するものが、はだか格、ないしは、‐baを後接させた（格で表れ
る。格助詞「を」に対応する語は出てこない。
（注９）
本土文献にも、「残念」よりはむしろ「現実満足を表す『まし』」がある。丹羽田鶴子196841から、
三例のうちの最初の一例だけ引用する。
この風今暫しやまざらましかぱ、しほのぼりて、残る所なからまし
（『源氏物語』明石62）
この風が今しばらく止まなかったならば、潮がのぼって、このあたりは残る所もなく流されてしまっ
たであろう。（嵐がおさまってよかった｡）
（注10）
その他、索引で調べた限りにおいて、「ましや」は、『土佐日記』に二例、『古今集』に三例、『源氏物
語』に九例、『新古今集』に四例ある。
（注11）
「琉歌」や「組踊」の表記では「めしや巴る」と書いて、i坐ｒｕ〔ミシェル〕と読ませる。服部四郎．
仲宗根政善・外間守善(編）1974:158上１８の組踊例を挙げる。
おしうぎごと
御祝儀事めしやし､ろ
ushnjigutumisheru（伊波普猷表記）
usjuzjigutumi韮ｒｕ（本稿表記）
（注12）
琉歌において閉鎖音の発音は、無気喉頭緊張音と有気音とを区別しない。琉歌の閉鎖音は、すべて小
文字で表記するので注意されたい。
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